
て
一
一
五
O
乎
円
、
一
品
酪
一
向
等
晶
子
旅
費
に

お
き
ま
じ
て
ニ
八
六
千
円
、
学
校
整
備

費
四
一
一
一
一
平
内
、
各
種
運
動
場
整
備
費

に
お
い
て
九
八C
壬
円
合
計
一
一
、
O
七

o
f十
月
を
税
額
し
ま
し
た
。
従
っ
て
器

引
一
ニ
、
五
一
六
ヰ
向
の
迫

m
d司
王
績
と

な
り
ま
寸
。

社
会
及
ひ
労
働
施
設
費
に
お
き
ま
し
て

は
、
社
会
檎
祉
費
一
O
平
河
を
退
加
し

六
月
に
お
き
ま
し
て
は
、
壁
、
五
一
一
一
ま
し
た
。

ニ
古
川
の
追
加
を
行
い
ま
し
た
。
乙
の
一
保
健
衛
生
喪
に
は
九
三
千
肉
、
統
富
田
墾

内
容
は
昭
和
二
十
九
年
度
に
予
定
し
ゅ
三
芳
裂
に
は
国
掛
布
製
品
の
謁
査
員
手
当
の
一

し
た
栄
養
小
学
校
、
神
間
小
義
行
一
一
両
浜
増
額
に
よ
る
不
足
分
望
需
を
そ
れ
一

一
高
等
学
校
の
各
世
界
書
事
業
、
雪
一
ぞ
れ
追
加
し
ま
し
た
。
/
一
歳

一
野
中
学
校
整
備
事
業
及
び
第
一
積
、
第
一
露
支
出
金
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
ニ
耕
一

一
ニ
穣
公
常
ム
出
雲
霧
車
晶
君
、
並
び
に
レ
一
地
鍾
務
組
合
間
成
金
ニ
五
(
)
ヰ
丹
、
県
一

一
ス
ト
ハ
ウ
ス
建
設
工
事
工
事
塁
に
立
平
塚
音
学
校
教
育
振
興
書
約
金
正
一

一
お
い
て
年
庵
の
終
了
を
以
え
ま
し
た
の
一

o
-千
円
、
昭
和
二
十
九
年
度
以
前
に
か
一

一
で
、
時
間
事
誌
を
昭
和
一
ニ
十
年
度
に
繰
越
一
か
る
税
攻
入
、
及
び
税
外
状
入
の
過
誤
一

一
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
の
財
一
納
に
対
す
る
払
室
一
六
八
言
、
そ
一

一
滋
之
じ
ま
し
て
は
、
童
市
謀
議
の
来
一
の
他
ニ
一

z
Z
川
会
設
九
一
キ
白
川
d
f注

一
枚
入
叶
七
、
王
手
号
、
市
債
一
二
加
し
ま
し
た
。
ま
た
神
奈
川
県
下
各
都
斗
)

一
七
、
九
一
一
一

O
ヰ
円
及
び
雑
状
入
一
七
三
市
で
一
斎
に
間
同
僚
さ
れ
ま
し
?
点
目
十
回
ム
:

育
苧
そ
れ
ぞ
れ
充
当
し
ま
し
た
。
冨
最
育
大
会
に
、
木
市
は
パ
ス
ケ
ツ
一
表

今
回
は
昭
和
一
一
一
十
年
度
前
期
分
(
昭
和
一
九
年
四
月
一
日
古
川
叩
和
三
十
年
一
一
一
月
一
九
月
に
お
き
ま
し
て
は

ρ

追
加
霊
手
主
|
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

i
ホ
ッ
ケ
一
(

一
一
一
十
年
額
月
百
宮
署
一
一
一
十
年
九
一
一
一
一
土
日
ま
で
)
に
か
か
る
重
量
一
行
い
、
薬
に
お
き
ま
し
て
は
一
回
、
一

i
及
び
自
転
吉
田
競
蓮
月
の
会
笠

f
一
月
一
一
一
十
日
ま
で
)
の
震
の
動
向
と
、
一
状
一
出
に
つ
い
て
、
第
十
話
白
翌
塚
一
一
一
一
八
需
の
浴
車
と
な
り
ま
し
た
一
と
な
り
ま
し
た
が
、

ζ
露
襲
量
一
時

一
昭
和
ニ
十
九
年
度
事
分
(
間
明
智
子
一
市
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
言
乙
の
内
容
に
つ
い
て
税
制
し
ま
す
一
と
し
主
て
は
八
二
一
一
一
一
一
言
喜
一

t
「

一

1
1
1
1
1
1
i
i
l
i
l
-
-
i一
と
、
警
護
に
わ
き
ま
し
て
は
二
一

o

一
に
予
算
計
上
い
だ
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
一
抹
一
間
五

1
a
u
&

三
、
投
入
及
び
支
出
の
概
況
一
言
の
追
加
を
い
だ
き
し
た
。

ζ

の
一
す
。
ぞ
歳
出
に
つ
雲
し
て
は
以
上
一
一
〕
一

一

i
;
4
4
i

一
洛
加
は
議
員
亡
に
よ
一
〈
弔
慰
金
で
あ
一
の
と
お
り
で
す
が
、
互
に
見
合
員
一
一
→
三

}
i
i

一
1

一
殻
金
計
分
一
り
ま
す
。
一
源
と
し
卓
立
し
て
は
、
地
方
交
付
税
問
、
一

j
B一c
一
則U
P
E
E
P
-

一
則
一MG

」
一
役
所
費
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
、
三
一
一
六
六
平
丹
、
昭
和
二
十
九
年
度
重
「

i
l

一j
i
l
l
i
t
-
-
i
l
l
-
-
-

一
昭
和
一
一
一
十
章
一
般
会
計
当
初
予
算
総
一
追
加
霊
予
算
額
を
お
知
ら
せ
し
、
ぁ
一
一
言
の
追
加
で
、
こ
れ
は
議
員
の
主
と
し
て
建
築
じ
ま
し
た
公
営
住
雲
鐙
一
一
」
一
一

S
6
9
0
1
7
2
0
0
3
3

一2

一
警
一
一
一
久
二
、
九

O
穴
式
!
号
、
そ
の
…
わ
せ
て
、
そ
の
内
容
に
わ
た
り
霊
に
一
審
与
一
命
で
あ
り
ま
す
。
一
て
し
、
走
者
も
芸
し
ま
し
た
の
で
一
入
晋

B

一
点
以
民
必
仏
以
内
ふ
仇
弘
一
紘

一
後
九
月
ま
で
に
前
後
一
一
一
関
に
わ
た
り
七
一
税
務
じ
ま
し
ょ
う
。
一
審
費
に
お
け
る
也
夜
、
小
中
宗
一
そ
の
住
宅
使
用
料
の
一
増
加
竺
、

O
七
一
古

j
f
l
i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

一

一
一
、
九

o
i
zの
追
加
裏
書
ぃ
一
五
月
に
お
古
ま
し
て
は
一
一
一
、
ニ
英
一
害
義
一
、
一
一
一
一
一
平
十
円
、
退
職
給
一
六
語
、
震
補
助
金
一
一
一
服
言
、
一
一
一
明

E
F
η一
ω
m
m
∞
一
一
応
初
一
間
一
回

一
九
月
末
現
在
に
お
き
ま
ヰ
一
般
会
計
予
一
言
の
追
加
害
い
ま
し
た
が
、
五
一
差
一
一
五
語
、
中
華
重
に
お
久
保
支
出
金
一
、
一
一
一
一
一
一
一
一
言
、
教
育
費
一
勧

E
S
リ
リ
ゅ
は
ふ

1

バ
三

i

d
一
算
総
額
話
語
、
八
一
一
言
と
え
ば
昭
和
ニ
十
九
年
度
の
出
尊
重
一
一
一
ま
し
て
守
衡
の
量
に
よ
量
撃
当
一
指
定
露
一

0
0
語
、
震
凶
器
一
力
紙
一
郎
?
日
幻
1

叩
2

一
郎

地
一
春
一
一
り
ま
す
。
一
土
日
閉
鎖
し
ま
し
た
処
、
歳
入
選
一
五
九
語
、
ま
だ
第
十
減
額
体
パ
ス
ケ
衰
の
一
部
に
充
て
る
た
町
市
民
の
警
一
夜
隣

l
一i

一

一
間
一
一
刊
誌
は
は
一
辺
諸
一
立
山
一
紅
白
河
川
口
一

u
u
u
U
A
当
日
目
立
持
続
詩
担
当
日
一
収
青
山
内
側
四
山
間
的
配
配
川
町
一
川

喜
所
役
即
電
一
一
一
一
平
十
向
、
支
出
に
お
き
ま
し
て
一
三
九

7
1
u
む
と
の
お
即
日
地
方
宣
建
設
に
去
し

zま
し
たι
謬
一
章
一

o言
、
雑
次
入
一
、
八
四

O平
安
…
一
号
一
台
Z
M
3

を
紘
一
山

勢
一
撒
鵬
一
一
六
一
一
ニ
高
率
一
汀
状
態
で
あ
り
ま
す
一
法
第
百
七
十
九
条
の
規
定
よ
り
語
一
主
重
苦
一
一
一
、
一
一
一
九
九
需
主
に
豆
諸
俊
一
一
、

0
0
0言
、
喜
一
回
一
一
日
予
一
一

t

行
前
科
糊
一
一
巻
て
童
書
二
一
二
一
六

O

平
一
重
を
2
5
h

の
で
あ
り
ま
一
気
工
事
を
追
加
し
ま
し
た

o

悶
じ
一
、
一
一
一
主
で
あ
り
ま
す
。
一

i
i
J
E
割
引
引
む
引
引
川

月
発
一
品
蜘
一
一
時
語
れ
れ
わ
れ
一
日
ド
一
町
長
野
山
口
し
れ
軒
一
品
川
認
じ
引
岩
出
山
町

M
M目
立
話
一
〉
件
減J

昔

主
主
一
に
お
き
ま
す
予
算
総
額
に
ま
る
比
率
一
税
の
滞

2
3

八
一
言
、
旦
負
き
と
し
て
九
八

O

活
、
合
計
五
一
円
せ
し
ま
し
た
が
、
さ
と
の
予
算
の
一

3

主
主
主
附
越
入
収

脚
立
一
言
ま
す
と
、
攻
入
二
六
塁
塁
。
一
定
量
霊
童
の
前
年
度
内
豆
、
五
八
六
需
の
追
加
を
し
ま
じ
た
。
一
執
寝
間
裏

3
、

4

で
お
知
在
す
一
芝
方
菜
料
態
盟

抽
押
印
一
一
%
を
一
軍
し
て
お
り
ま
す
。
季
、

2

に
一
入
額
一
一
一
、
六
七
五
需
の
繰
越
妥
当
一
一
宵
教
育
童
書
に
お
き
ま
し
て
一
一
き
と
に
じ
ま
寸
。
一
京
拍
隠

一
よ
り
、
ζ

の
警
お
け
む
月
号
義
一
し
ま
し
た
。
一
一
一
三
語
、
小
中
学
校
喪
主
主
し
{
予
期
一
制
使
一
因
果
寄
繰
線
維
市

平
塚
市
告
示
第
五
十
号

「
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定

吟
め
る
と
と
ろ
に
よ
り
も
平
塚
市
財
政
事
情
そ
乙
乙
に

公
表
す
る
。

間
相
十
年
十

J[! 

雄

自
次

}
も
ま
え
が
き

こ
も
枚
入
及
び
支
出
の
機
器

ー
一
般
会
計
分

2

特
別
会
計
分

一
一
一
、
住
民
負
担
の
甑
撹

由
、
財
産
公
油
田
及
び
一
時
脅
入
金

五
、
む
す
び

て
ま

ザ

え

.¥ 

-n 

く 1 ) 

橋

9 月末現計
予算額

平岡

192.636 

12.724 

114 

13. gZ3 

52.670 

14.466 

3.110 

10 

101.091 

24.147' 

39.930 

入

1.075 
214 

1.233 

3.100 

13.107 

3告。 930

7.592 

37.930 

3.675 

8.059 

114 

12.848 

52.456 

13.223 

10 

10 

101. 091 
11.040 

款

使用料及び手数務
国海支出金

集支出金

寄附金
繰越金
繰入金

雑収入

市俊

款

38.012 

11.141 

3.8J7 

50.00器

45.701 

2.164 

6.043 

22.241 

401 

962 

271邑

14.121 

1.067 

14.131 

1. 000 

8.222 

454.811 

71. 738 

17.217 、

4.141 

93.79古

81.250 

4.348 

7.266 

38.130 

1.609 

1.084 

1.724 

29.458 

2..273 
、

79.199 

1.0∞ 

8.222 

3.515 

10 

告3

45 

58.3自3

8.222 

71. 905 

1.631 

45 

14.1忽

1.631 

3.515 

10 

93 

591 

45.522 

出

45.522 

歳

12.256 

12.256 

382.906 

70.107 

17“ 217 

4.141 

自0.281

81.240 

4.255 

7.266 

38.130 

1. 60吉

1.039 

1.724 

29.458 

2.27占

20.8Z0 

1.000 

計

議会費

役所費

消務費

土木費

教 育 聖堂

社会及び労的施設費

保健衛生費

臣室業経済費

都市計磁事業費

量君、産 費

統計識変革費

選 挙 重量

計俊費
鼠有財藤島署

諸支出金

予備費

富華民体育大会重量

(表

令合

(表

2.8 

14, 7 

2.7 

9 

19.1 

15.5 

1.0 

0.6 

6.9 

0.5 
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0.6 
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0.5 

28,4 
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U
A
U
Q
U
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句
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n
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L
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犠
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噌
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O
R
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6.076 
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43.788 

35.549 
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1.223 

1;; ， 88告

1. 208 
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1.448 

15.337 

1, 206 

55.068 

12, 

71. 738 

17, 217 

4.141 

93.796 

81.250 

4.348 

7.266 、
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1.609 

1. 084 

1.724 

29.458 
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議会費

後所費

消防費

土木費

教育費

社会及び労め施設重量

保健苦言生費

稼業経済費

都市計画事業費

防産費

統計調査費

選挙費

公使愛

国有財産関係重量

諸支出金

予 備 聖堂

溺民体脊大会提
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8.222 

45.522 14.127 221'.198 
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用額
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18岳
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6.561 
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28.785 

72 
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2
7
7
2
0
6
4
0
9
8
6

正

7
2
9
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1
5
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4
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役所費
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公債費
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諮支出金
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一
宮
一
A
一
一MU
M
M
M
M
o
u
u
u一

副
首g-
j
F
j

一
8
2
8
B
-
B
B
Q
0
5
4

一

耕
一
酌
〓
器
禁
一
組

7
m

帥
蜘
制
一
制

λ

一
理
問2
1

一m
l

江
設
一
筋

一
一
日
ト
川
一
〓
4
4
4
A
A

品

A
4
4
A

一

園
内
リ
一

m
i
l
l
i
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-

一U

一
一
町
一
乎
一
抑
制
臨
腕
的
品
開
。
抑
制
側
一
日

国
ゆ
角
一
江

8

川
崎
8
3
a
l

骨
一

一
刻
一

n
t
j
l

却

1
5

一

ー
牧
一
一

i
i
1
i
-嗣
|
商

1
i
1
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
7

A
麹
一
問
一d
陥
醜
加
知
お
泌
一
蜘
蹴
榔
一

一
瞬
一
胤
総
紘
称
、
比
一
肌
批
判
比
一

一
予
一
，
守
白
一
一

一
税
制
尚
一
蹴
金
金
金
金
金
入
俊
一

一
付
手
出
品
一

一
び
封
一

一
一
交
及
支
附
越
入
枚
一

一
方
的
障
支
一

帯
地
使
国
来
寄
繰
線
維
市
一

5 ) 

款

〈表

82.953 

次
に
昭
和
一
一
十
九
年
度
に
か
か
る
状
支
一
中
山
字
額
は
、
繰
上
充
用
に
よ
る
分
一
一

決
算
状
泌
を
お
知
ら
せ
し
ま
伝
合
つ
。
一
、
ニ
五
六
ヰ
内
と
、
事
業
繰
越
じ
た
綾

な
お
前
々
回
友
び
前
鴎
の
財
政
事
情
の
一
四
一
五
、
五
一
一
二
千
円
か
ら
、

ζ
q
L見

公
表
の
折
、
各
揚
母
L
は
詩
じ
ぐ
説
明
一
合
う
特
定
対
線
七
、
五
七
六
千
円
を
設

い
だ
し
て
お
き
ま
し
た
り
で
、
今
回
は
一
引
い
た
一
一
一
七
、
九
四
六
千
円
、
合
封
一
立

簡
単
に
表5
、

8

に
総
括
し
て
お
知
ら
一

o
、
ニ
O
ニ
キ
向
が
本
市
の
昭
和
ニ
十

せ
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
も
一
九
年
度
に
生
じ
た
突
擦
の
赤
字
で
昂
る

友
5
、

8

に
よ
り
お
わ
か
り
の
と
お
り
一
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

歳
入
決
算
額
四
回
湖
、
八
八
八
平
内
に
一
か
よ
う
に
、
本
市
財
政
は
ま
乙
と
に
盛

対
し
、
歳
出
決
算
額
は
四
五
七
、
一
回
一
感
に
た
マ
え
な
い
段
滋
に
突
入
し
た
と
雪

四
手
河
で
、
援
部
一
一
一
、
ニ
五
六
平
内
一
わ
ざ
る
な
品
開
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

の
議
天
不
足
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
前
一
ど
う
か
事
誌
の
皆
さ
ん
こ
の
本
市
財
政

逃
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
一
昭
和
一
一
一
十
年
一
の
苦
境
ぜ
御
抽
出
議
せ
ら
れ
て
、
今
後
と

獲
の
財
掃
慨
を
繰
り
入
れ
〈
こ
れ
を
別
措
牟
一
ら
れ
る
べ
き
赤
字
熔
政
克
服
の
た
め
の

度
繰
上
充
照
と
い
う
)
て
、
乙
の
年
度
一
施
策
に
、
会
頭
的
な
御
協
力
せ
お
敏
い

の
決
算
を
結
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
乙
一
い
た
じ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

れ
信
品
っ
て
一
阜
市
の
昭
和
二
十
九
年
度
一

10).0 84.6 540.0宮7

2 

特

j]IJ 

。

分

本
市
は
陥
和
二
十
一
一
等
競
馬
を
、
昭
和
一
金
の
使
途
は
す
べ
て
態
設
的
経
授
に
注
一

一
一
十
五
年
競
輪

d宮
て
れ
ぞ
れ
実
施
い
た
一
き
広
ま
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
一

し
、
今
日
に
及
び
ま
し
た
が
、
乙
の
間
一
昭
和
一
一
一
十
年
度
の
関
緩
予
定
回
数
は
、
一

ζ

の
ニ
事
業
よ
り
上
る
状
益
安
は
、
本
一
競
輪
苛
八
回
銭
高
ニ
回
で
す
が
、
九
巧
現
一

事
政
に
大
き
な
対
需
役
割
を
な
し
一
在
す
で
に
競
輪
四
図
書
一
屈
を
終
了
一

て
宮
た
の
で
品
り
ま
す
。
郎
ち
題
一
一
主
主
。
な
お
競
輪
に
つ
い
て
単
一
入

十
一
一
一
年
度
か
ら
昭
和
二
十
九
年
度
ま
で
一
日
開
催
禁
止
議
選
に
基
き
、
本
市
は
第
一

過
去
七
時
期
年
時
L
お
き
ま
す
一
般
会
計
一
四
回
目
の
競
輪
よ
り
土
日
を
含
的
四
日
一

量
出
じ
ま
し
た
業
績
は
、
競
輪
ニ
一
事
採
用
し
た
関
係
上
、
査
当
初
予
一

六
八
、
一
丸
九
O
千
円
、
競
馬
一
一
一
一
一
一
、
一
定
し
た
実
績
を
挙
げ
る

ζ

と
が
密
難
で
一

回
穴
九
平
内
合
計
閥
九
一
、
O
丘
九
午
一
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
一

月
の
多
領
に
達
し
て
お
り
、
乙
の
状
益
子
'
。

雪f合出量主

1∞.0 82.4 

入

540.097 

〈表 歳

銭入合計

1 ) 

出

780.085 

言主

歳入合計

邑〉〈表

(-) 

及
び
現
支
賦
現

(1) 

〈イ〉飽
予和

十
年
度
前
期
分

3草

機

況

(
表7
e
g

参
照
)

(口)

収

支

の

状

況

(
表
宮
、
初
参
照
)

(ニ〉

干子 競
算馬
概事
況業
及特 i双十
び別議支九
段金三主主佳
茎許援会堂
.3..11. ......... 

瓦状
況

(1) 
{イ)昭

予和

算十
年
度
前
期
分

の

概

況

(
表m
a
M参
照
〉

入歳

846.711 

2.881 

6 

予算額(A)

競輪事業枚入

繰越金

雑攻入

11) 

款

〈表入歳13) (表

849.592 歳入合計

出歳12) 〈表出歳14) (表

11 ヰ

出議



1 a 略~49 号て事〉

〈ロ)

奴

支

建状

警

の

涜

入

令

奴

(吟Lγ吋司巧月で宵巧司弔計号弓都;iE品〉J店[直在蹴?諾議読就s患記記桁〈zz羽日ii引店}!店|ヨã ~ザ引計?手沖詐iF片貯幾翻劇事引i時均
一rよfに牧勺;f戸川T司T~十紘悶ベ刊十氾守引十nド1ドム:I 1叫午引:汁|丹一TJτz符

計 l 蹴蜘 lJiω|ω| 203.848 

〔表 15)

款

入歳

競馬事業校入

繰 F 越金

計

署長

合

17) 

入

(君愛

歳

出支16) (表∞
昭
和
二
十
九
年
度

収
支
決
算
の
状
況(

涙
げ
、
時
参
政
}

出歳18) (表

∞
昭
和
三
十
年
度
前
期
分

イf
t、

、
ノロ

r
s、
、

入歳19) (表
〈三〉

入収21) (表

4雪

2 

1.218 

228 

84 

300 

款

関
民
鍵
農
相
同
験
事
業
特
別
金
詐

予
算
概
説
及
び

予

事草

況

機

(/) 

収

支

状
況(

世
話
弘
、
m
参
如
問
〉

の

1.144 

48 

1 

951 

228 

70 

300 

69 

A

A

A

A

U

A

A

A

 

45.5 73.1 

o 0 

50.0 0 

21.9 20.5 

o 0 

16.7 1.1 

。 o

o I 5.3 

2.098 

48 

2 

1.218 

228 

84 

30D 

。

款

国民健康保険積

一割r，負担幸金

使 F話料及び手数料

鼠康支出金

県支出、金

雑牧入

繰入金

繰越金

以
上
倒
員
嬢
康
保
検
事
業
特
別
会
箭
に
一
議
問
、
大
問
問
九
名
、
閣
総
蘭
係
一
、
一
一

か
か
る
予
算
の
動
向
及
び
そ
の
執
行
状
一
六
九
。
帯
、
あ
り
ま
す
。
ま
た
ζ
れ
に
要

混
、
攻
ひ
に
決
算
段
概
潟
官
お
知
ら
せ
一
む
た
医
療
費
は
五
、
六
五
六
ヰ
円
で
、

じ
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
ζ
の
事
業
は
一
己
の
う
ち
詞
己
負
担
ニ
、
八

O
九
平
内

旧
旭
村
が
実
施
し
て
お
っ
た
事
業
で
、
一
留
保
事
業
負
担
一
一
、
一
六
問
ギ
円
そ
の

昭
和
二
十
九
年
七
月
木
市
に
合
併
と
問
一
他
負
綬
六
八
一
一
一
平
内
と
な
っ
て
お
り
ま

時
仁
引
継
い
だ
も
の
で
、
現
在
乙
の
事
一
す
。
ま
「
成
和
一
一
一
十
年
度
前
裁
の
笑
一
緩

業
の
需
要
は
泊
費
の
み
に
限
定
一
は
利
用
者
総
数
一
一
一
二
ハ
七
七
号
、
子

一
の
内
訳
は
ス
院
患
者
一
一
一
九
名
、
家
庭

し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一

一
療
養
一
一
、
七
九
一
一
一
名
、
額
税
関
係
七
五

乙
の
機
会
に
こ
の
事
業
の
利
用
状
泌
を
一

一
気
名
、
乙
の
窓
療
養
一
一
一
、
五
回
一
平
行

箆
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
守

ν

ょ
う
。
昭
和
一
で
、

ζ
の
食
慰
霊
は
、
自
己
負
担
一

ニ
十
九
年
度
に
お
い
て
は
語
、
義
六
一
、
七
一
一
六
言
、
閣
議
業
負
担
一
、

、
一
一
一O名
で
、
ζ
の
内
訣
を
申
し
ょ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ヰ
内
ぞ
の
他

E
Hお
凶
八
一
一
一
一
十
月

げ
ま
す
と
、
入
院
ニO
二
名
、
家
縫
後
一
で
あ
り
ま
す
。

3. 告78

出歳20) 〈表

事

予

f毘
へ
表
潟
、
抽
出
参
同
開
〉

2.673 4込

出

1. 

支:

3.978 計

∞
昭
本
二
十
九
日
年
度

収
支
決
算
の
状
況

入

A 

84 

0 

167 

233 

120 

500 

1. 

4 

1 

1.227 

388 

122 

0 

歳

1 

88 

1 

1. 自60

155 

2 

50由

へ
表
明
判
、
鈴
参
同
開
)

算日通|吋戸字書店?fl 不賄額
予言 zlZ111AflsflM7fl 鉛~ 1 100 ~ 1 

23) 

国民健康保険税

一部負担金

使用料」及び手数料

鼠畿支出金

県支出額

雑牧入

干官 僚

1�.O 94.9 180 E与昔f

(表一一一、

σ〉

撒

合入歳

25) 

目

1奈良至高

鴎定資産税

寝転車荷車税

電気 .jf ス税

市たばこ消費涜

18 旭村氏税

i呂法による税

一
昭
和
一
一
一
十
年
度
に
お
き
ま
す
市
税
の
手
-
京
市
一
般
会
計
の
歳
末
の
誕
幹
と
は
つ

一
算
総
績
は
一
九
一
一
、
六
一
一
一
五
宅
内
ぞ
、
一
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
乙
れ
を
税
尚

一
乙
れ
は
一
般
会
副
の
設
す
八
現
新
予
算
額
一
刻
に

ζ

の
期
キ
旦
じ
の
収
入
と
棋
に
兄
君

一
に
苅
し
題
一
一
、
凶
%
を
占
め
て
お
り
、
一
す
と
、
表
%
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

合

(表

合

税

115 



ー築基号お

{表 28 ) :0 
I n 開~芋詞ぜ亡 | ~ 

費 自

教 奪ー 費
1 

産業経済，

社会及び労的施設費 45.743' 21.'743 

災犠復 IB 費 '10.920 10.743 

戦災復 IB 費 62.4113 56.:833 

業費、4鏡縞〉 25.000 

そ 白 他 3.230 

γγ川h川l川山M

僕
¥ 

グ、 易量巴 持宅 ロ"

乱 300

177 

5.600 

v+噌 ‘ 圭主耳

15,700 

25.000 

1.100 I 2.130 

(表 29)

8 

9 

A 
口

!昭和 3 主主手 2 月、1 日

(章受 27) 言E 券及び金員
I , 

一時借入金

f焚:t t: 
: 昭和 2 詰年慶 ::  .最重噛t

w�  競輪@競騒事業 i挟益金のゆくえ i; 
事z

( 4 ) 

500 

500 

500 

500 

11 告


